
考古学に大きな足跡
等悪霊没後50年藤森栄一の生涯たどる

今年で没後50年となる諏訪市出身の考古学

要、藤森栄一（1911～73年）の企画展が、市

博物館で開かれている。発掘や収集した遺物

などの考古資料、写真、研究者との書簡合わ

緋靴
ノ地軸
け－　｝・■

、せて約250点を展示。業績や人とのつながり

に焦点を当て、考古学に大きな足跡を残した

」　　生涯をたどる。12月24日まで。（小山眞由美）

藤森栄一が発掘調査した井戸尻遺跡の考
古資料などが並ぶ会場＝諏訪市博物館

藤
森
は
上
諏
訪
町
（
現
諏
訪
市

諏
訪
）
の
商
家
に
生
ま
れ
、
諏
訪
湖

に
沈
む
曽
根
遺
跡
か
ら
出
土
し
た

石
鉄
に
興
味
を
抱
い
た
。
旧
制
諏

訪
中
学
校
（
現
諏
訪
清
陵
高
校
）
で

地
理
学
者
の
三
澤
勝
衛
か
ら
学
び
、

卒
業
後
は
上
京
し
て
考
古
学
者
の

森
杢
ハ
爾
に
師
事
。
故
郷
で
諏
訪
考

古
学
研
究
所
を
立
ち
上
げ
、
諏
訪
地

方
の
退
潮
発
掘
に
情
熱
を
注
い
だ
。

約
6
万
点
の
考
古
資
料
が
、
国
の

登
録
有
形
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
。

業
績
の
一
つ
に
、
縄
文
時
代
中

期
か
ら
農
耕
が
行
わ
れ
て
い
た
と

す
る
「
縄
文
農
耕
論
」
の
提
唱
が

あ
る
。
会
場
で
は
、
富
士
見
町
の

井
戸
尻
遺
跡
で
発
掘
さ
れ
虎
土

器
、
農
耕
文
化
を
示
し
た
報
告
書

な
ど
を
紹
介
。
曽
根
遺
跡
の
保
存

運
動
、
ノ
旧
御
射
山
遺
跡
の
保
護
を

求
め
る
ビ
ー
ナ
ス
ラ
イ
ン
反
対
運

動
な
ど
の
資
料
も
並
ぶ
。

入
り
口
に
は
、
中
学
時
代
に
論

文
を
発
表
し
、
頭
角
を
現
す
き
っ

か
け
と
な
っ
た
平
安
時
代
の
遺
跡

（
岡
谷
市
）
出
土
の
つ
ぼ
、
わ
ん
、

小
瓶
の
3
点
を
展
示
。
戦
時
中
に

東
京
荷
室
博
物
館
（
現
東
京
国
立

博
物
館
）
に
寄
託
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
明
ら
か
に
な
り
、
2
0
2
1

年
に
里
帰
り
し
た
。

学
芸
員
の
児
玉
利
一
さ
ん
は

「
地
域
の
考
古
学
、
歴
史
研
究
を

発
展
さ
せ
、
多
く
の
研
究
者
を
育

て
て
き
た
郷
土
の
偉
人
。
皆
さ
ん

に
改
め
て
知
っ
て
も
ら
う
機
会
に

な
れ
ば
」
と
話
す
。
同
館
で
は
、

企
画
展
に
つ
い
て
ま
と
め
た
冊
子

を
2
5
0
0
部
作
成
。
A
5
判
1
6

琴
。
展
示
室
に
設
置
す
る
。

5
時
。
月
曜
休
館
（
祝
日
の
場
合

は
翌
日
）
。
入
館
料
は
高
校
生
以
上

5
0
0
円
、
小
中
学
生
1
5
0
円
。

問
い
合
わ
せ
は
同
館
（
電
話
0
2

6
6
・
5
2
・
7
0
8
0
）
へ
。

関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
1
1
月

2
5
日
に
学
芸
員
に
よ
る
展
示
解
説
、

1
2
月
3
日
に
没
後
5
0
年
を
記
念
し

た
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
同
館
で
行
う
。

1
7
日
に
藤
森
栄
一
賞
授
賞
式
と
記

念
講
演
会
が
諏
訪
市
文
化
セ
ン
タ

ー
で
開
か
れ
る
。

開
館
時
闇
は
午
前
9
時
～
午
後


